


忙しい最中にも、ふと目にする紅葉に心がほっとする季節もつかの間、日増しに寒さも増し、いよいよ

本格的な冬の到来間近となりました。早いもので今年度前期最後の理事通信となり、月日の流れの早さ

を身にしみて感じます。11 月をもって 8 つの部会も終了し、来年 3 月開催の西中国部部会を残すのみと

なりました。

10 月 26 日の中西部部会は、大阪らしく賑やかで和気あいあいとした部会でした。山下邦義さんの木造

建築耐震化のお話、大阪 YMCA 山根一毅さんによる被災地支援のスピーチは、二重被災による復旧・復

興途上の能登半島を考える上で大変為になるお話でした。また、大阪 YMCA 留学生による、東南アジア

孤児支援活動の取り組みのお話には感銘を受けました。

11 月 2 日の六甲部部会は 100 周年となる甲子園球場近くで開催。作家玉岡かおるさんによる基調講演で

は、賀川豊彦氏と夫人ハルさんの時代を先取りした、先進的な社会活動の取り組みと功績、そして何よ

りその並外れた情熱と行動力の凄さに心が大きく動かされました。

9 日には前期最後の瀬戸山陰部部会が岡山で開催され、ユースアクション 2024 プログラムでもある街

中落書き消去が、YMCA せとうちのユースリーダー主導で行われました。ユースと歌い、語らい、大変

有意義な交流の時でした。その後、岡山教会で礼拝も行われ、他の団体にはないワイズの特性が多いに

活かされた部会の持ち方には大変勉強になりました。

ユースとの接点では、もう一つ大変うれしいことがありました。ドバイでの IYC へ西日本区から参加

のユースを空港で帰国お出迎えの時、満面の笑顔でわいわい話しながら現れた姿を見た瞬間、本当にす

ばらしい経験をしてきたことが一目でわかり、我々も嬉しく思いました。また皆さんの報告を楽しみに

したいと思います。

また、2 年に一度開催の日本 YMCA 大会（東山荘）にも参加をしました。「全国 Y の日本一自慢～も

う始めています ! 世界 YMCA Vision2030』と題した各Yユースリーダーによるアワード大会では、ユー

スが集まり、つながるだけでなく、社会課題に積極的に、そして楽しく取り組む様子は大変印象に残る

ものでした。我々のユース時代の活動より、今日的な形へアップグレードした取組みの一つと感じました。

投票の結果、ユースアクション 2024 でも支援中の盛岡 YMCA 子どもの人権チームが、最優秀賞に選ば

れた事は大変光栄でした。

そして、23－24 日には西日本区次期役員研修会が開催されました。中井信一次期理事より、主題『世界

中の仲間と YYY ライフを楽しみましょう !!』と方針を発表のもと、次期役員の方々からも、我々が国際

協会の会員である事や、ユース支援への取り組み強化など、今期フォーカスをしている取り組みが、更

に来期へも連なっていくメッセージが伺え大変心嬉しい限りです。我々の活動が、未来に向けリーダー

開発を助長し、世界の課題に取り組む動きとして広がっていくことを期待したい次第です。

世界を見渡せば決して安寧とは言えない一年でした。12 月はいよいよクリスマス。仲間が集い、世界の

国や民族の平和と心の平安を願いながら、一時でも穏やかで楽しい祝会が多く開催される事を願います。

2024-2025 年度  西日本区理事 鵜丹谷 剛

『 Wishing each of you a happy Christmas 』

ごあいさつ
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2024 年 10 月 26 日土曜日に 2024 年～ 2025 年度における中西部部会を開催しました。今期は当

初から大きな会場でたくさん集めてというのではなく、こじんまりとした部会にしたいという私

の考えでホームクラブの例会場でもあるクライトン新大阪で行いました。１００名までという制

限の中９４名の方にお集まりいただき、無事に終えることができました、参加いただいた皆様本

当にありがとうございました。プログラムとして各クラブ会長、主査の皆様の意気込みと計画発

表にはじまり、山下さんの地震対策における建物構造のお話、大阪 YMCA の山根さんによる熊本

や能登における１．５次避難所開設のお話をお聞きし改めて対策や支援の重要性を認識しました。

その後の宴会におきましては各アピールに加え大阪 YMCA のカレッジ留学生のミャンマー支援の

話を聞き彼女たち手作りのお菓子を支援の一環として協力しました。二次会も１階で茶話会を行

い楽しい１日を過ごすことができました。

中西部部長

湯浅 禎也 大阪西クラブ

部会報告 中西部
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部会報告 六甲部

六甲部部会は２０２４年１１月２日（土）１００周年の阪神甲子園球場のお膝元「ホテルヒューイット

甲子園」で開催。昨年タイガースの優勝と、広島・西宮・近江八幡３クラブＤＢＣの７５周年の交流記

憶が重なります。球場１００周年記念コインセット（造幣局発行）を、講師の玉岡かおるさんと、島田

恒ワイズ（芦屋クラブ）に抽選サプライズで贈呈しました。

ホテルと講師選定に苦労も、定員１１０名に近い１０７名の登録で開催に漕ぎつけました。２年前賀

川豊彦夫人の賀川ハルさんの伝記「春いちばん」を上梓された作家の玉岡かおるさんを馬場一郎ワイズ

（西宮クラブ元メンバー、賀川記念館館長、コープ神戸理事長）から紹介戴きました。

当日は台風２１号の影響で、前日の絶望的な大雨には、新幹線が新大阪以西ストップした中、九州、広島、

岡山からも何らかの手段で駆けつけて下さり、さすがのワイズ魂に感激！。

１３時から「ＥＭＣシンポジウム」、１４時からの「式典」と進み、バナーセレモニーでは、設備のな

い会場にハンガーラックを用意し１００円ショップの「固定バンド」で掲揚。これは中部部会の工夫が

ヒント。雨の影響で渋滞の講師の玉岡さんも何とか時間に間に合い到着。ＰＰの準備が不充分のスクリ

―ン表示にはクラブのメンバーの急遽応援でセットアップ完了。

講演は玉岡さんが用意されたＰＰで順調に進み、予定通り終了。ＳＤＧｓを交えた講演には皆様大変好

評でした。講演終了後玉岡さんは「春いちばん」のサイン会へ。用意された３０部を完売。その後神戸

ＹＭＣＡが誇る混声合唱団「くさぶえ」の皆さんが大野勉ワイズのリードで会場の皆さんを巻き込んで

７曲を歌い切り、予定通り１８時に終了。

至らない部長をサポートして働いて下さった西宮クラブをはじめ六甲部の皆様、何と言っても足元の悪

い中にも駆けつけて下さったワイズの皆様に御礼を申し上げます。

六甲部部長

小野 勅紘 西宮クラブ
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2024 年 11 月 9 日（土） 第 23 回瀬戸山陰部部会を開催いたしましたところ、中部から九州

部の方まで、お忙しい中ご参加頂きありがとうございました。

ユースアクション「落書き消し」の活動を部会で取り上げ、若いリーダーたちとともに落書

き一斉消去活動を行って頂きました。リーダーたちは、この日のために下見をしたり、説明

の仕方を話し合ったりしっかりとした準備をしてきたようです。ただ、その日の天候が雨マー

クも出ていたため少しの不安を持ちながら迎えた当日でしたが、さすが晴れの国岡山 絶好

の落書き消し日和となりました。ワイズメンとリーダーたちが一緒になって落書き消しに取

り組み、汗を流し、会場に戻ってこられたかたがたの顔にはさわやかな笑顔があり、それぞ

れの感想を話し合った後は、楽しい歌で盛り上がりました。

礼拝堂で行われた式典にもリーダーが参加し、ワイズの時間を共有しました。

今回 部会の準備・企画・運営を行った実行委員は、ほとんどが新メンバーで、ワイズメン

ズクラブの部会に参加されたことのないかたばかりでした。しかし、知らないことは大きな

強みとなり、型にはまらない独自の形で「瀬戸山陰部部会」を作り上げて頂きました。懇親

会の最後にあたり、謝辞を述べさせて頂きましたが、つい司会の方に向かって「やりきりま

したね。」の言葉が出てしまいました。

お越し頂いたみなさまから、帰り際に「良い部会でしたね。」と声をかけて頂きました。実行

委員のみなさまのお力をいただき、ユースのみなさまのパワーを頂き素晴らしい部会を開催

することが出来ました。心から感謝申し上げます。

瀬戸山陰部部長

長壽 和子 岡山クラブ

部会報告 瀬戸山陰部

「落書き消し」ユースアクションとともに

















西日本区担当主事 有田征彦

YMCA同盟通信

ノルウェーにあるノーベル平和賞の選考委員会は、2024年 10月 11日、ノーベル平和賞に日本被団協（日本
原水爆被害者団体協議会）を選んだと発表した。日本被団協は、広島や長崎で被爆した人たちの全国組織で、
70年にわたり被爆の実相を伝え、核兵器廃絶を世界に訴える活動を続けてきた。

■広島YMCAと被団協

広島 YMCA は 1952 年に旧本館が建設され、広島の地域コミュニティの中心
的な存在として様々な活動が展開してきました。その活動には、2017 年ノー
ベル平和賞受賞の ICAN のサーロー節子さんや現広島県被団協理事長の佐久間
邦彦さん、G7 で各国首脳に被爆証言を行った小倉桂子さん等の若者もいまし
た。広島 YMCA の使命にも掲げられる平和活動は市民を中心とした原爆被害
に対する救済運動が中心として行われていき、被爆者救済を国に求めるために
多くの市民や団体がつながって、1956 年 5 月 27 日に広島県の原爆被害団体協
議会 ( 被団協 ) が広島YMCAの講堂において設立されました。

当時 (1955 年 )、YMCA 会員であった佐々木禎子さんが原爆症で亡くなり、追
悼会において「原爆の子の像」の建立運動が始まります。3 年の月日を要し原
爆の子の像が完成し、活動にかかわった青少年達の折鶴の会が発足。1960 年
には、広島市議会で決定されていた原爆ドーム撤去の方針に対し、YMCAの「折
鶴の会」の青少年たちが原爆ドーム保存運動に立ち上がります。1970 年代に
は原爆瓦運動や 1980 年代初頭には、原爆投下の実写フィルムをアメリカ国立
公文書館から買い戻すための 10 フィート運動など、広島 YMCA が事務局とな
り、ヒバクシャの方々と共に歩んできました。広島 YMCA 主催の市民平和行
進は 1979 年から広島県の 2 つの被団協と広島県生協連とともに現在でも毎年
8月 4日に行っています。

今回のノーベル平和賞受賞の要因となった「ヒバクシャ国際署名」にも広島
YMCA は大きな役割を果たしてきました。毎年 8 月に開催される広島 YMCA
インターナショナル・ユースピースセミナーには被団協との深い関係から、被
団協のトップの方々や国際的に活躍する核兵器廃絶 NGO の方々から講演をい
ただき共に活動を続けています。

理事通信 12 月号は争いの絶えることのない世界で広島 YMCA の平和運動の歴
史のほんの一部分を紹介させていただきました。







理事通信 1乏編集後記

II月を終え、 各部で行われていた部会も、 延期となった西中国を残すのみとな

りました。 各部の部会に参加させてもらい、 いろんな部会があり、 それぞれ楽し

ませていただきました。

そして、 今月号では10月19日に行われました、 西日本区第2回役貝会の議事

概要を掲載しております。区報に議事録が掲載されますので、 またご確認頂けれ

ばと思います。

寒くなってまいりました。 もうすぐクリスマスです。 皆様体調を崩されぬよう、

楽しいクリスマスを迎えましょう。

． 
今西►imanishi@idumi-s.com 馬場►aki_banba@e-shoei.com

西日本区理事専務局事務局長

馬場昭宏




